別記様式第１－１
事業計画書
［中央大通り土地利用プランニング支援事業］

１　申請者及び補助対象物件の概要
(1) 申請者の概要
	本社所在地
	[bookmark: _GoBack]

	名称
	

	代表者
	［肩書］

	
	［氏名］

	主たる業種
	

	属性
	□建物所有者　□土地所有者　□転貸者　□借用者
□購入予定者　□転貸予定者　□借用予定者
※該当する項目に☑を記入してください。



(2) 補助対象物件の概要
	所在地
	

	土地
	所有者
	住所
	

	
	
	名前
	

	
	面積
	　　　　　　　　㎡

	建築物
	所有者
	住所
	

	
	
	名前
	

	
	建築年月
	

	
	建築面積
	
	㎡
	延べ床面積
	
	㎡

	
	構造
	　　　　　造、一部　　　　造

	
	階数
	地上　　　階 ／ 地下　　　階



２　事業内容
	基本計画の概要

	計画区分
	□新築　　　　□増築　　　　□改築　　　　□改修
※該当する項目に☑を記入してください。

	計画内容
	・補助対象物件の現在の活用状況や、検討している整備内容等（階数や構造等の建築物の仕様など）について記入してください。




	中央大通り沿線の土地利用方針との適合性

	補助対象物件が所在する
エリア
	□エリアＡ（佐賀駅から唐人一丁目北までの沿線上） 
□エリアＢ（唐人一丁目北から中央橋までの沿線上）
□エリアＣ（中央橋から郵便局前までの沿線上）
※該当する項目に☑を記入してください。

	

各エリアの「土地・建物の活用方法」との適合性


※該当する項目に☑を記入してください。
	エリアＡ
	□沿道の駐車場の有効活用の促進（通り沿いの前面部分への機能誘導）

	
	エリアＢ
	□賑わい機能の整備・誘導
□リノベーション等の促進
□狭小地の集約・再編の促進
□“高さ”よりも“連続性”の重視
□駐車場配置の適正化

	
	エリアＣ
	□賑わい拠点の整備・誘導
□画地の集約化等の促進
□土地の高度利用の促進

	整備予定の
賑わい機能
	・現時点で想定している整備予定の賑わい機能について記入してください。
（賑わい機能とは、商業施設、オフィス、教育施設、公益的施設等をいいます。）





	トータルデザインのデザインガイドライン（沿道建築物等）への適合

	□基本計画は、トータルデザインのデザインガイドライン（沿道建築物等）に適合するように作成します。
※デザインガイドライン（沿道建築物等）を確認のうえ、☑を記入してください。
※自宅の新築等の単なる居住機能の整備のみを目的とする基本計画は補助対象外です。

	専門家等の実施体制

	・活用する専門家等の構成（事業者名、専門分野、担当者名など）について記入してください。





	基本設計等を作成する建築士

	氏名
	

	建築士資格
	

	添付資料
	□基本設計等を作成する建築士の資格が確認できる書類（建築士法第５条第２項に規定する免許証等）
※該当する項目に☑を記入してください。


３　事業スケジュール
	実施予定時期
	事業の内容

	




	







４　建築物整備の実現
	建築物整備の
意思
	□作成する基本計画に基づき、今後、建築物を整備する予定です。
※該当する項目に☑を記入してください。

	建築物整備の
スケジュール
	・今後の建築物の整備の予定（実施設計、工事請負契約、着工、竣工のスケジュー
ルなど）を可能な範囲で記入してください。








５　将来像の実現への寄与
	将来像の
実現に向けた
意欲や考え
	・中央大通り沿線の将来像として、「佐賀の次世代（こどもたち）の成長とともにある中央大通り（シンボルロード）」を掲げ、その将来像の実現に向けて、各エリアの土地利用方針（コンセプト、求める役割、期待される機能、土地・建物の活用方法）を定めています。
・建築物の整備が完了した際には、この将来像を実現していくために、どのような役割を果たしていきたいと考えているのか記入してください。
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